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褐藻類の成分 iこ闘する研究

鈴 木 昇 く無機イヒ皐海藻イ七準教室〉

STUDIES ON COMPONENTS OF BROWN ALGAE 

Noboru SUZUKI 

(Faculty of Fisheries， Hokkaido University) 

A number of browll alga.e aro analysed a.nd the results a.re shown as tfl.bles 1 and 

2. Sea.sonal variaもionof those components are showll in Figs. 2も08.

従来海藻の分析結果は可成P多く報ぜられているが、試料の採取、調製を一定した方法で庭
理し、是等の試料を用い℃各種成分の地域的、季節的費化等に就て詳細に研究したもりは極め

て少い。二、三の研究-(!)(宮〉によれば、海藻成分の季節的費化は相営に大であって、従って海

藻の種頚別による成分の差異等も時期、場所等を異にしたもοL比較は全く意味のない事と謂

Fig.l 
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貨験 の 剖;

わ主主ければならたい。著者は

褐藻額に就て是等の賠を明か

にずるために、道南地方の褐

藻類の多数に就て分析を行っ

た.試料は一部著者。採取し

たものを除いて、大部分は故

柳田教授に採取して頂き、且

つ原藻ο命名は凡て同教授を

煩した。蕊に記して厚く感謝

の意を表する次第である。 fM
分析に憲力して頂いた田村五

卒、羽賀勝子及び後藤和子の

三君に併せて感謝する。

向試料採取地は第1闘に示

ナ通りである。

試料: 試料?とる海藻は、昭和18年に道南各地に於て採取したものである。採取した海藻

は充分海水で洗い、ヨたいでよく水切りして L海藻を出来る丈原地で乾燥するために、淡水が近
〈で、得られない所が往々あるので、僚件を一定にナるために本法を採用した。〕之をそのま L

砂のない狩或は石の上叉は蓮上に摘げて出来る丈平く乾燥{f-しめて賞験室に持ち障り賓験室屋
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上でよく風乾したものを粉砕して用いた。

分折方法 (11水分及び友分…常法に従った。 (2)加里…酒石酸一酷酸曹達法(3)によった。

¥3)沃素…亜硝酸ー尿素法(4)に主った。 凶塩素…硝酸銀滴定による綿ハログン量を以て表し

た。 (51粗脂肪及び組蛋白質…常法に従った。 {61.....ン=ツト…著者の護表した Smit法の改良

法律〉に従った。庁)アルギン酸・・・ 10gの海藻をピーカーにと P、3gmの無水茨酸曹達及び水

250c.c.を加えて重湯煎.1:.で、完全に藻腫を崩壊するまで 2-5時間加熱し、然る後水を加えて、

600.....，700c・G・とたして議過し、徳液に 1:2HClをアルギン酸c沈般の完成する迄加えてアル

ギン酸を析出せしめ、析出したアルギン酸は熱湯で、充分水洗した後、酒精にて脱水旬。Cに於

て乾燥して秤量した。

分析結果: 分析結果は第1表に示ナ通りである。

街、海藻艦は陸上植物の如く判然とした器官を有していないから、之を劃然たる部伎に区分

してその成分を論歩る諜にはゆかたいが、二、三の見布嵐海藻に就て藻瞳を四分して、その各

部。成分を比較した。却も根の部分は岩面に附着した部分に附差している貝殻等を丁寧に除去

した後輩部と共に葉部の成長帯の下部より切断し、之を基部と名付け、薬部は之を上、中、下

三部に分けて試料とした.之に就て分析した結果は第2衰の遁Pである。

Table 2 
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Laminaria同ligiosaMi yabe (E，岨shi-Kamomejima1. Aug. 1945) 

Upper blade 104.9 37.66 11.46 0.567 8.23 25.10 14.67 

.Middle blade 144.4 40.47 11.47 0$6 5.8.1 20.74 18.63 

Lower blade 207.7 34.52 10.97 0525 4.67 24.03 23.74 

Hold司fastand stipe 42.4 32.83 9.81 0.554 8.07 25.7う 1408 

Laminaria religiosa Miyabe iOtobe-Honson 28. .Tuly. 1945) . 
Upper blade 125.4 35.69 10.31 0.710 0.405 3.88 26.40 18.59 

M:iddle blade 154.1 29.22 9.91 0.632 0.618 5.09 28.93 2330 

L:>wer blade 241.2 28.13 9.22 0.636 0.690 5.22 2236 23.85 

Hold-fast and stipe 353 36.59 10.66 0.610 0.504 5.57 15.94 12.22 

Laminaria religiosa Miyabe (Oshoro 6， Aug. 1945) 

Upper blade 86.0 37.35 ， 0.328 6.00 31.13 11.73 

M:iddle blade 139.2 29.22 0377 30.67 15.08 

Lower blade 185.1 24.27 8.76 28.21 16.36 
一一一一一一回・
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考 察

第 1表によって示され，ている所によれば、海藻の各種成分は同じ種類でも場所や時期によっ

て可成りの差異Dある事が認められる。然し一面に於ては、二、三の成分は各種海藻の種類に

よる差も亦はっきり認められる事が判る。

1. 海藻の種類による成分合有量の差

主な成分に就て見るならば、加里は一般に見布科白もDに多く、 K20 として無水物中 10%，

以上のもDが多い。但し見布科にあっても、リシリコンフ・には比較的含まれ，る事少しヒバ?

夕刊でもウミトラノテには例外的に多量に含まれ，ている。沃素もIiJ成り種:AJ1によって含有量が

異るものであるが、一方季節的費化の著しいもDであるから、季節を考慮にいれ，ないで一概に

謂う事は出来ない。季節的に最も含有量の高い時に就て見れば分析した昆布の中ではホソメコ

ンプが最も多く0.3%，以上を示し、 0.1%以上のものはコンプ科コンプ嵐のものに限られ，ているJ

有構成分の中組脂肪及び粗蛋白質D含有量は一般に少い。アルギン酸はヒメマタ科のものに比

べてコンプ科のものが多〈含んでを P殊にホソメコンプ及びチガイソに多く含まれている。マ

ンーニツ rは季節的饗化の著しいものであるから一概に謂う事は出来ない。

2. 各種成分の地域的差異

ホソメコンプに就て7月3日より 5日ま?の聞に、北海道恰山郡各地で多くの試料を得る事

が出来たので、同一時期の地域による成分含有量の差異を調ペる事が出来た。之によると最も

質化の著しい成分は沃素、粗蛋白質及びマシニットであって、此ο事は是等の成分が最も季節

的費化。大なる成分である事と合せて考えると、是警;の成分が生理ppr的に重要な成分である事

が考えられる。

3. 加里と塩素との関係に就て

第 1表を通費して見るに、力目里の含有量が塩素量と可成り相闘がある様に思はれ虎ので、

K雪0101(何れ，も百分比にて表す〉を求め、之を最小二乗法を用いて平均した結果 K20/CI=

1ω土0.21の値を得た。固に推差は ra = 0.67-伍{(Cvv)jn(n-l))}~ 式に従って求めた。
同様の像作を従来の比較的多数分析結果の護表せられている三山内〕及び高橋げ〉の分析結果

に施して求めた結果夫々 1.00士0.13及び 0.92:f:O.l4の値を得た。

設に著者D分を含めて、此の三つり結果は夫々異った定量法を用いているに拘らすτ敦れも極

めて近いf直が得られている事は拘に興味漂いもの‘である。

ム 海藻成分。季節的費化

第 1表中、室蘭産マコンプ、 tツイシコンプ(1.年目及び2年目〉、チガイソ (1年目及び2年

目〉及びスヂメに就ては、同巳場所から度々試料i:::搾取したので、その成分。季節的費化を見

る事が出来た。之を闘示すれば第2圃乃至第8圃に示す通りである。圏中Aはマコンプ、 Bは

ミツイシコンプ、 Cはチガイツ、 Dはスヂメを示し、同ーの海藻にあっては輯繰を以て描いた

ものは一年目の海藻を、賓線を以て描いたものは二年自の海藻を示している.各成分毎にその

費化を見れば弐の通りである 3

(1) 次分…昆布属のものは6月墳に最高を示しているが、チガイソ及びスヂメは3月以降

漸失減少している。 Lunde(l)の報告によれば、 Lαminαrilα digitαtα の次分は J935年には6月

に、 1936年には4月に最高を示して居り、之は夫々の成育時期と密接た開係tr:aうるものと考え

- 70ー



Fig. 1-7. Seasonal variation of Components. 

弓 3

¥ ιo ぷ 今 5川/
_e  

10 

¥ |¥¥ .0 Fa.c 

• 

F
A
V
 

4
 

T
l
L
"
 

.-----. 
20 

" 

'0 

• j.o 

今 4
IocU.ne } 

¥¥/  

')1 

后:1;6

l?totei礼

g陣

A:Lαminalriαjα:ponicαAre8eh. 

B:Lαminarliααng'llstαtα Kjellm. 

。:Alαriαerα88ザoliaKjellm. 
D : CostαriαC08tαtα (Tllrn.1 Sαund. 

られる。

(2) 加 重…チガイソの一年目を除いて他は凡て6月頃に最高で‘ある。

(31 沃素…昆布嵐にあっては3月末に最低で9月頃に最も高い値を示している。然るにチ

ガイソでは何等季節的費化を示さたい。スヂメでは昆布属同様の傾向を示している。沃素は褐

藻類の特有の成分であるが之が斯様に季節的にその含有量が費化ナるという事は生理接的に重

要注意義があるものと考えられる。

- 71ー



141 粗脂肪・・此の成分は何れの海藻にあっても 3月頃は可成り含まれているが、次第に減少

Lて7月中旬のものでは何れも極めてゆ量となる。之も恐らくは生理皐的に重要な意義がある

ものと思はれ，る。

(5) 粗蛋白質…粗脂肪と金〈同ーの傾向を辿る。此の成分も賞然生理皐的に重要な役割をも

つものであるから、斯かる痩化を示すものと考えられる。

(61 アルギン酸…アルギン酸は季節的に余り開係。ないもD'"様でるる。アルギシ酸は藻韓
の細胞膜聞に存在するものであるから恐らくは斯く季節的費化を示さ友いものであらう。

(71 マン=ツト・・・マンニットは褐藻類l'C特有な成分であって、その周年硬化は極めて興味深

いものである。西津(2) によれば、アラメのマンニット量は6月頃が最高であり、 7月になる

と急:激に減少ずると報ぜられ，ている。 Lundeくむによれ，ば1935年には8月に 1938年には6月

に最高を示している。著者。質験では、チガイソ〈二年目〉は7月に最高を示し、昆布属のも

のは 9月に最高を示じている。

考察: 海藻の前記諸成分に就てその含有量の季節的費化の中最も特長<Di!うる賄は、沃素

及びマンニット含有量が春先に少く夏から秋にかけて上昇し、粗脂肪、組蛋白質は之と反撃すで

あって、春先に多く夏から秋にかけて却て減少している事である。是等0成分の土曾械は夫k の

i~j藻の成育時期と極めて密接な関係があるものと考えられる。従って第 1 表に於て、同ヒ時期

に於ける海藻成分心地域的饗化を比較すると主なる差異を示すものは、是等の成分であるとと

も亦淘に興味深い事でるる。

5. 藻韓の部分と成分の闘係

第2表によってみれば、無機成分は部位によって余り差が見られ，ないが.組蛋白質とマンエ

ツトは反ftの傾向を示している。此の事から見ても海藻は別に器官としては認むペぎものは存

在しないが、その機能に於ては藻檀の各部によって幾分異るものである事が推察せられ，る。ア

ルギン酸は海藻の生理的機能に闘興ずるというよりは寧ろ藻韓を支える物質としての重要性が

考えられる。即-t;，生活機能の最も旺盛なる葉の中部や下部に最も少く、既にその機能の衰えた

る上部が之に失ぎ、寧なる支柱に過ぎないと考えられる基部には最も多いものである。

綿 括

上に記した結果より見れ，ば、海藻の生理と化寧z成分とは極めて密接なる闘係にある事が判る

ので、あって、共の穏類によってばかPでなくその生育時期、生育場所及び藻瞳各部分によって

著しい差異が認められる。
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